
NEWSLETTER Vol.123
International Education and Research Center for Food and Agricultural Immunology (CFAI)

Julio Villena先生によるCFAI特別セミナーを実施しました。

令和6年10月10日（木）に、アルゼンチン国立乳酸菌研究所（CERELA-CONICET）のJulio Villena博士
によるCFAI特別セミナーを実施しました。Villena先生は、知のフォーラムで2024年9月からの2か月間、
東北大学大学院農学研究科に客員教授として訪問滞在しており、乳酸菌による粘膜免疫調節機構を
中心とした研究・教育活動に従事されています。本講演では、「Development of functional foods with
the capacity to improve respiratory health: impact on resistance to viral infections」をテーマとし、呼
吸器疾患を改善する2つの発酵食品について研究成果をご講演頂きました。

1つ目は、Lacticaseibacillus rhamnosus CRL1505を含む発酵乳であり、腸のTh1応答の刺激による
IFN-γ産生誘導を介して呼吸器の抗ウイルス免疫を強化することを、臨床データとともに示されまし
た。2つ目は乳アレルギーやラクトース不耐症向けの代替食品としての水ケフィアで、マウスを用いた
ウイルス感染モデルから肺組織の損傷を軽減することが紹介されました。これらの発酵食品は、腸-
肺軸を通じて呼吸器免疫の恒常性を維持し、ウイルス感染防御を強化する、次世代プロバイオティク
スとしての活用が期待され、セミナーでは多くの質問が寄せられました。

Villena先生は、本研究科動物食品機能学分野と長年の研究交流を重ねており、腸内微生物による
粘膜免疫調節に関する多くの研究成果を基盤とし、それらの機能性発酵食品としての実装化まで精
力的に取り組まれています。また2023年からはアルゼンチン国立乳酸菌研究所の主任研究者として
Laboratory of Immunobiotechnology を主宰しており、更なる研究・学生交流の強化が期待されます。
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